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文献紹介

|関連雑誌の特集

医学図書館．2011;54(3)

特集：東日本大震災：災害と図書館

●東日本大震災復興支援活動報告（附表：東

日本大震災被災調査まとめ）

●東日本大震災を経験して

●東日本大震災からの復興：２度の災害を乗

り越えて

●東n本大震災発生時における山形大学医学

部Ｍ諜館の対応

●福島医大の震災レポート

●被災地の大学阿智:館：いわき明星大学図書

館の事例

●東日本大震災を体験して：埼玉医科大学附

属図番館の場合

●北里大学図審館における震災被害

●平成23年度東海地区医学図書館協議会特別

研修会参加報告

●米国国立医学図書館における災害情報サー

ビス：災害情報マネージメント研究セン

ターＤＩＭＲＣの活動

薬学図書館．2011;56(3)

特集１：日本薬学図書館協議会企画誌上シン

ポジウム

●統合データベースセンターとデータベース

統合プロジェクト

●医薬品の安全対策への医療情報データベー

スの活用：期待と課題

●「薬の相談」を通した県民への医薬品情報の

提供

●キャンパスを出た「小学生に対する薬教育」

特集２：闘病記研究会シンポジウム

●医療系凹蒋館における闘病記の位置づけ：

図詐館サービスの新たな動きと病院図書室一利

用者サービスの課題を皆で考える

田村俊作

ほすぴたるらいぶらりあん.2011;36(3):131-40．

識演に先立ち病院図書館員から出された、抱

えている課題について答えたもの。病院図書館

にとって非常に参考になる。

闘病記研究会シンポジウム「闘病記の医学

教育への活用」の特集にあたって

●闘病記とエビデンス

・闘病記を用いた薬学導入教育の試み

●聖路加霜誰大学が開設する市民向け健康情

報サービススポットにおける闘病記（文庫）

の活用

●現場の看護師と闘病記を読む

・闘病記の提供方法の一提言：病名分類によ

る闘病記の提供意義

，開設後３年経過した闘病記文庫の現状と課

題

・映像で見る語りの効果一DIPExデータの教

育的活用

。つらいから病気：医療人類学的視点から見

た病むことの語り

●闘病文学を素材とする哲学．史学．文学統

合教育の実践

●がん闘病２５年で考えたこと

ほすぴたるらいぶらりあん．2011;36(3)

特集：日本病院ライブラリー協会２０１１年度

第１回研修会

●コミュニケーションを促進するためのアイ

スブレイクゲーム

●図書館サービスの新たな動きと病院図書室

一利用者サービスの課題を皆で考える

●病院図書室の文献情報提供サービスと著作

権について考える

●「第２回患者医療Ｍ:iIドサービスアンケート」

報告

●ブログ「ほ・す．ぴの部屋」開始報告

四文献の入手は、所蔵館へお申し込みください。

■｢情報の科学と技術」は協議会で購読してい

ます。

■興味ある文献を分かちあいましょう。参考に

なる文献がございましたら、会誌編集部まで

お知らせください。

－２１１－


	名称未設定

